
大
会
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
ナ

ト
コ
労
組
の
鈴
木
さ
ん
の
元
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
地
本
委
員
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
（
左
写
真
）
、
来
賓
で
駆

け
つ
け
て
頂
い
た
全
国
一
般
中
央
本

部
の
菊
地
書
記
長
と
愛
労
連
の
西
尾

議
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
（
下

写
真
）
。

午
前
は
恒
川
書
記
長
か
ら
、
第
１

号
議
案
（
２
０
２
５
年
度
総
括
）
、

第
２
号
議
案
（
２
０
２
６
年
度
方
針
）
、

第
５
号
議
案
（
年
間
ス
ト
ラ
イ
キ
権

の
確
立
）
が
、
金
川
財
政
担
当
執
行

委
員
か
ら
第
３
号
議
案
（
２
０
２
５

年
度
決
算
報
告
）
、
第
４
号
議
案

（
２
０
２
６
年
度
予
算
）
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
会
計
監
査
報
告
は
大
藤

電
設
支
部
の
土
井
さ
ん
が
行
い
ま
し

た
。
併
せ
て
全
国
一
般
愛
知
地
本
共

催
会
か
ら
年
間
活
動
報
告
が
地
本
共

催
会
理
事
か
ら
行
わ
れ
、
予
定
通
り

に
午
前
中
の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
、
午
後
は
議
事
・

各
号
議
案
の
質
疑
・
討
論
が
開
始
。

発
言
は
議
長
指
名
で
８
支
部
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。
発
言
と
し
て
は
、
や

は
り
組
合
員
の
高
齢
化
に
伴
い
組
合

員
が
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、

組
織
拡
大
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま

し
た
（
ナ
ト
コ
労
組
、
名
古
屋
地
域

支
部
）
。
又
、
日
本
ア
ク
リ
ル
争
議

の
取
り
組
み
（
署
名
活
動
・
東
京
行

動
へ
の
参
加
な
ど
）
や
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

学
園
に
お
け
る
Ｍ
氏
の
現
場
復
帰
の

闘
い
を
推
し
進
め
た
い
と
の
決
意
も

表
明
さ
れ
ま
し
た
（
あ
つ
た
支
部
、

女
性
ユ
ニ
オ
ン
支
部
）
。
世
界
を
揺

る
が
し
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
で
会
社
の
存
続
に
も
気

を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

と
の
危
惧
も
出
さ
れ
ま
し

た
（
東
信
化
成
支
部
）
。

昨
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
大
会
で
も
新
た
な
直
属

組
合
員
か
ら
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
議
案
並
び
に
特

別
提
案
の
採
択
が
議
長
に

よ
り
行
わ
れ
、
役
員
選
挙

が
村
田
選
挙
管
理
委
員
の

下
で
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

尚

今
大
会
は
、
招
集

代
議
員
19
名
に
対
し
出
席

（
委
任
含
む
）
が
16
名
の

参
加
で
成
立
し
て
い
た
こ

と
を
ご
報
告
し
ま
す
。
大

会
運
営
に
関
わ
っ
て
頂
い

た
議
長
、
書
記
、
議
事
運

営
委
員
・
資
格
審
査
委
員
、
選
挙
管

理
委
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
記

執
行
部
）

＝

今
年
度
選
出
新
役
員＝

執
行
委
員
長

煤
本
國
治

副
執
行
委
員
長

村
井
真
一

書

記

長

恒
川
義
朗

財
政
担
当

金
川
佳
生

執
行
委
員

今
村
光
重

氏
家
茂
樹

小
林
健
太
郎

熊
澤
澄
子

会
計
監
査

浅
見
忠
夫

土
井
英
夫

※
全
員
再
任
で
す
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労働会館本館405

全
国
一
般
愛
知
地
本

第53回地本大会開催！
私たちは９月２０日（土）に、第５３回
定期大会を労働会館第４・５会議室で開
催しました。

当日は全国一般中央本部から菊地書記長

が終日参加。来賓として愛労連から西尾
議長が挨拶。建交労愛知県支部、全国一
般大阪府本部、同神奈川地方本部から祝
電が寄せられました。



８
月
30
日
・
31
日
の
２
日
間
、
中

央
本
部
の
第
37
回
定
期
大
会
が
千
葉

県
の
船
橋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
地
本
か
ら
は
２
名
が
代
議
員
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
討
論
で
は
26
人
の
発
言
。
争

議
、
最
賃
、
司
法
反
動
化
、
介
護
、

医
療
等
な
ど
で
貴
重
な
報
告
が
あ
り

ま
し
た
の
で
特
徴
的
な
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

東
京
地
本
か
ら
は
司
法
の
反
動
化

は
労
基
法
改
悪
に
向
け
て
の
”
先
取

り
”
と
の
指
摘
は
な
る
ほ
ど
と
思
い

ま
し
た
。
ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、

日
本
ア
ク
リ
ル
の
判
決
を
踏
ま
え
、

司
法
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
と
訴
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
資
本
か
ら
の

ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
も
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
る
（
白
梅
福
祉
作
業
所
な
ど
）

の
で
注
意
が
必
要
と
も
。

宮
城
地
本
、
群
馬
地
本
か
ら
は
最

賃
ベ
ー
ス
が
上
が
っ
て
も
、
そ
の
実

施
開
始
月
を
遅
ら
せ
る
自
治
体
が
増

え
て
く
る
の
で
は
、
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
ま
し
た
。

広
島
合
同
労
組
で
は
、
要
求
作
り

の
重
要
性
を
訴
え
。
若
年
層
、
中
高

年
層
、
高
齢
者
層
で
は
要
求
が
違
う

の
で
、
年
代
層
に
合
っ
た
要
求
作
り

が
求
め
ら
れ
る
と
発
言
。
首
肯
す
る

も
の
で
し
た
。

福
島
地
本
か
ら
は
、
や
は
り
原
発

事
故
の
”
後
遺
症
”
に
つ
い
て
報
告
。

今
現
在
自
宅
に
戻
れ
て
い
な
い
人
は

５
万
４
千
人
も
居
る
こ
と
、
取
り
出

し
た
燃
料
デ
ブ
リ
は
２
年
間
で
０
．

９
ｇ
で
あ
る
が
残
っ
て
い
る
の
は
８

８
０
ｔ
も
あ

る
の
で
途
方

も
な
い
年
月

が
か
か
る
！

と
説
明
。
”

喉
元
過
ぎ
て
”

何
と
や
ら
で
、

昨
今
は
新
規

原
発
作
り
や

稼
働
寿
命
延

長
の
話
が
当

然
の
様
に
さ

れ
て
い
る
こ

と
に
不
安
を
覚
え
る
と
報
告
。

役
員
選
挙
で
は
愛
知
地
本
書
記
長

の
恒
川
氏
が
本
部
書
記
次
長
で
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
30
年
以
上
中

執
で
活
動
し
て
き
た
林
氏
（
埼
玉
地

本
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
記

委
員
長
）
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■

今
後
の
予
定

■

９
月
23
日（
火
）名
労
連
設
立
単
産
・
地

域
代
表
者
会
議

９
月
25
日（
木
）愛
労
連
：
組
織
拡
大
推

進
委
員
会

９
月
27
日（
土
）ナ
ト
コ
労
組
定
期
大
会

10
月
３
日（
金
）東
京
地
評
主
催
「
司
法

総
行
動
」
都
労
委
要
請
（
ア
ク
リ
ル
）

10
月
７
日（
火
）都
労
委
前
宣
伝
行
動

10
月
９
日（
木
）労
働
会
館
入
居
者
団
体

会
議
＆
防
災
訓
練

10
月
12
日（
日
）愛
知
共
催
会
主
催
「
ハ

ゼ
釣
り
大
会編

集
後
記

大
会
お
弁
当
を
反
対
側
で
開
催
し
て
い

た
医
労
連
と
数
も
一
緒
で
間
違
い
配
送

さ
れ
慌
て
ま
し
た
。
お
茶
パ
ッ
ク
が
無

い
こ
と
で
発
覚
。
グ
レ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

た
お
弁
当
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
（
Ｕ
）


